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□　目的（工事概要）

　NATM工法が主流となる以前に建設された矢板工法によるトンネルは、施工時に覆工と地山との間に空洞が残っ

ていることが多く、東日本高速㈱（以下NEXCO東日本とする）の調査によればこの空洞が経年により拡大している

ことがわかっている。これらの空洞はトンネル変状や耐久性の低下要因となるため、空洞部への充填を行い補修す

る必要がある。本工事は、NEXCO東日本が管理する『常磐自動車道』日立南太田ＩＣから日立北ＩＣ間の矢板工法

により施工された上下線合わせて15チューブ（総施工延長10.339km）におけるトンネル背面空洞充填工事である

（図－１、写真－１）。

□　概要（課題とその対処）

　充填工の課題としては、以下の項目が挙げられる。

（１）背面空洞の断面形状が不連続な箇所や地下水流が存在する箇所については注入材の確実な充填が難しい。

（２）空洞厚さが薄く、１箇所当たりの注入量が少ない空洞群においては移動・段取替えが頻繁に発生し、１台のミ

キサー車において注入完了までに４時間要することがあった。このため注入材の流動性が低下し、注入開始直後

に圧力が急激に上昇して規定圧力（0.2MPa）に達することで未充填のまま注入を終了する事態が生じた。

（３）片側２車線のうち１車線を供用しながらの規制作業のため、走行車線への注入材や地下水の漏洩は、一般車両

の危険要因となるため安全を確保するための対策が必要であった。

□　結果

　漏水処理工については、漏水による一般車両からの苦情、事故の発生はなく工事を終えることができた。

　また、完全充填においては検証を行うことは困難であるが、削孔調査結果から算定する注入量と比べ実施注入量は

＋15%であった結果からすると未充填箇所の発生は無かったと考えられる。
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